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(57)【要約】
　接続、移動局及び基地局を識別するための方法が開示される。本方法は、移動局が基地
局のカバレッジエリアに入るときにこの移動局にＭＳ　ＩＤを割り当てるステップ、及び
基地局と移動局との間に接続が確立されるときにこの接続に接続ＩＤを割り当てるステッ
プを備える。提案された解決策を使用すれば、特にＶｏＩＰトラフィックでは、接続ＩＤ
が８０２．１６ｅにおける１６ビットＣＩＤではなく短いため、データオーバヘッドは低
減されることが可能であるはずである。さらに、接続ＩＤのビット長が調整可能なため、
タプル＜ＭＳ　ＩＤ、接続ＩＤ＞は、オーバヘッドを最低にしておきながら様々な数の接
続を柔軟にサポートすることができるはずである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局と移動局との間の接続を識別するための方法であって、
　前記移動局が前記基地局のカバレッジエリアに入るときに前記移動局にＭＳ　ＩＤを割
り当てるステップ、及び
　前記基地局と前記移動局との間に接続が確立されるときに前記接続に接続ＩＤを割り当
てるステップ
を備える方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記ＭＳ　ＩＤがセル又はセクタの領域において一意で
あり、一方、前記接続ＩＤが前記移動局の領域において一意である方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法において、ｍ及びｎを整数として、前記ＭＳ　ＩＤがｍビットで示
され、前記接続ＩＤがｎビットで示される、方法。
【請求項４】
　請求項３記載の方法であって、前記接続ＩＤに少なくとも１つのビットを追加するステ
ップをさらに備える方法。
【請求項５】
　請求項３記載の方法において、特定の移動局のための前記接続ＩＤが同じ長さを有する
、方法。
【請求項６】
　請求項３記載の方法において、１セットの接続ＩＤがシグナリング接続のために取って
おかれる、方法。
【請求項７】
　請求項３記載の方法において、前記ＭＳ　ＩＤが、予め決められた対象又は用途専用で
ある、方法。
【請求項８】
　請求項７記載の方法において、前記予め決められた対象が様々なマルチキャストグルー
プ、通常の加入者局グループ、アイドル加入者局グループ及びスリープ加入者局グループ
からなる、方法。
【請求項９】
　請求項７記載の方法において、前記予め決められた用途が初期レンジング及びブロード
キャストの１つからなる、方法。
【請求項１０】
　請求項３記載の方法であって、前記ＭＳ　ＩＤに基づいて各移動局のために無線リソー
スを割り当てるステップをさらに備える方法。
【請求項１１】
　請求項３記載の方法であって、前記移動局が前記基地局のカバレッジエリアから別の基
地局のカバレッジエリアに移動する場合に前記ＭＳ　ＩＤを更新するステップをさらに備
える方法。
【請求項１２】
　請求項１１記載の方法において、前記移動局のための前記接続ＩＤが、前記移動局が前
記基地局のカバレッジエリアから別の基地局のカバレッジエリアに移動するときに維持さ
れる、方法。
【請求項１３】
　請求項１０記載の方法において、前記ＭＳ　ＩＤに基づいて各移動局のために無線リソ
ースを割り当てる前記ステップが、
　前記ＭＳ　ＩＤに基づいてダウンリンクのために少なくとも１つのリソースブロックを
割り当てるステップ、及び
　前記ＭＳ　ＩＤに基づいてアップリンクのために少なくとも１つのリソースブロックを
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割り当てるステップ
を備える方法。
【請求項１４】
　請求項１３記載の方法において、送信時に、前記リソースブロックが、そのヘッダがｎ
ビット接続ＩＤを含むフィールドを含むＭＡＣ　ＰＤＵで満たされる、方法。
【請求項１５】
　基地局と移動局との間の接続を識別するための基地局であって、
　前記移動局が前記基地局のカバレッジエリアに入るときに前記移動局にＭＳ　ＩＤを割
り当てるための第１の割当手段、及び
　前記基地局と前記移動局との間に接続が確立されるときに前記接続に接続ＩＤを割り当
てるための第２の割当手段
を備えた基地局。
【請求項１６】
　請求項１５記載の基地局において、前記ＭＳ　ＩＤがセル又はセクタの領域において一
意であり、一方、前記接続ＩＤが前記移動局の領域において一意である基地局。
【請求項１７】
　請求項１５記載の基地局において、ｍ及びｎを整数として、前記ＭＳ　ＩＤがｍビット
で示され、前記接続ＩＤがｎビットで示される、基地局。
【請求項１８】
　請求項１７記載の基地局であって、前記接続ＩＤに少なくとも１つのビットを追加する
ための更新手段をさらに備える基地局。
【請求項１９】
　請求項１７記載の基地局において、特定の移動局のための前記接続ＩＤが同じ長さを有
する基地局。
【請求項２０】
　請求項１７記載の基地局において、１セットの接続ＩＤがシグナリング接続のために取
っておかれる基地局。
【請求項２１】
　請求項１７記載の基地局において、前記ＭＳ　ＩＤは予め決められた対象又は用途専用
である基地局。
【請求項２２】
　請求項２１記載の基地局において、前記予め決められた対象が様々なマルチキャストグ
ループ、通常の加入者局グループ、アイドル加入者局グループ及びスリープ加入者局グル
ープからなる基地局。
【請求項２３】
　請求項２１記載の基地局において、前記予め決められた用途が初期レンジング及びブロ
ードキャストの１つからなる基地局。
【請求項２４】
　請求項１７記載の基地局であって、前記ＭＳ　ＩＤに基づいて各移動局のために無線リ
ソースを割り当てるための割当手段をさらに備える基地局。
【請求項２５】
　請求項１７記載の基地局であって、前記移動局が前記基地局のカバレッジエリアから別
の基地局のカバレッジエリアに移動する場合に前記ＭＳ　ＩＤを更新するための手段をさ
らに備える基地局。
【請求項２６】
　請求項２５記載の基地局において、前記移動局のための前記接続ＩＤは、前記移動局が
前記基地局のカバレッジエリアから別の基地局のカバレッジエリアに移動するときに維持
される基地局。
【請求項２７】
　請求項２４記載の基地局において、前記ＭＳ　ＩＤに基づいて各移動局のために無線リ
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ソースを割り当てる前記手段が、
　前記ＭＳ　ＩＤに基づいてダウンリンクのために少なくとも１つのリソースブロックを
割り当てる手段、及び
　前記ＭＳ　ＩＤに基づいてアップリンクのために少なくとも１つのリソースブロックを
割り当てる手段
を備える基地局。
【請求項２８】
　請求項２７記載の基地局において、送信時に、前記リソースブロックが、そのヘッダが
ｎビット接続ＩＤを含むフィールドを含むＭＡＣ　ＰＤＵで満たされる基地局。
【請求項２９】
　基地局から割り当てられたＭＳ　ＩＤによって識別される移動局であって、
　接続ＩＤを含むメッセージを受信するための受信手段、及び
　前記接続ＩＤに基づいて前記基地局との接続を確立すること
を備えた移動局。
【請求項３０】
　請求項２９記載の移動局において、前記ＭＳ　ＩＤがセル又はセクタの領域において一
意であり、一方、前記接続ＩＤが前記移動局の領域において一意である移動局。
【請求項３１】
　請求項２９記載の移動局であって、接続ＩＤの長さを更新するための更新手段をさらに
備える移動局。
【請求項３２】
　請求項３１記載の移動局において、前記更新手段が前記接続ＩＤに少なくとも１つのビ
ットを追加するように構成された移動局。
【請求項３３】
　請求項３１記載の移動局において、前記移動局のための前記接続ＩＤが同じ長さを有す
る移動局。
【請求項３４】
　請求項３１記載の移動局において、１セットの接続ＩＤがシグナリング接続のために取
っておかれる移動局。
【請求項３５】
　請求項３１記載の移動局において、前記ＭＳ　ＩＤは予め決められた対象又は用途専用
である移動局。
【請求項３６】
　請求項３５記載の移動局において、前記予め決められた対象が様々なマルチキャストグ
ループ、通常の加入者局グループ、アイドル加入者局グループ及びスリープ加入者局グル
ープからなる移動局。
【請求項３７】
　請求項３５記載の移動局において、前記予め決められた用途が初期レンジング及びブロ
ードキャストの１つからなる移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信に関し、より具体的には接続指向ＭＡＣにおける接続、移動局及び基
地局を識別するための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブロードバンド無線通信に対する要求の増加にともなって、国際電気通信連合無線通信
セクタ（ＩＴＵ－Ｒ）によって行われているＩＭＴ－ａｄｖａｎｃｅｄは世界中の研究者
及び企業のますます大きな関心を引いてきている。規格ＩＥＥＥ８０２．１６ｍは、ＩＭ
Ｔ－Ａｄｖａｎｃｅｄ評価プロセスにおいて考慮される候補になることを意図するもので
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ある。従って、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍは、より高いピークレート、より低いシステムオ
ーバヘッド、並びにＱｏＳ及び無線リソース管理（ＲＲＭ）などのＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ性能要件を満たすべきである。
【０００３】
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｍは標準化の初期段階にあるので、全ての技術的解決策が定義さ
れているわけではない。ＩＥＥＥ８０２．１６ｄ／ｅで明らかなように、接続指向ＭＡＣ
はＱｏＳクラスをサポートするのに良い選択であり、サービス、アプリケーション及びプ
ロトコル要件を無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）リソース及び無線特性に最適にマッ
チングさせることを可能にする。しかし、全てのアプリケーションに関するオーバヘッド
は、性能全体を損なうことなくシステム機能の適切なサポートを保証しながら、実行可能
な限り低減されるべきである。
【０００４】
　ＩＥＥＥ８０２．１６Ｄ／Ｅの規格では、基地局（ＢＳ）及び加入者局（ＳＳ）の媒体
アクセス制御層（ＭＡＣ）における接続を識別するためにＣＩＤと呼ばれる１６ビット値
が使用される。ＣＩＤアドレス空間はＵＬとＤＬとの間で共通であり（即ち、共用され）
、様々なタイプの接続間に分割される。伝送されるデータブロックは全てＭＡＣ　ＰＤＵ
の形態としてカプセル化されるべきである。図１に示されているように、ＭＡＣヘッダは
それらのデータを接続にマッピングするために１６ビットＣＩＤフィールドを含む。さら
に、ＣＩＤはまた、基地局によって無線リソースをＭＳ又は接続に割り当てるために使用
される。
【０００５】
　しかし、ＩＥＥＥ８０２．１６ｄ／ｅにおいて提案された方式は以下のような欠点を有
する。ＣＩＤによって導入されるＭＡＣ　ＰＤＵのオーバヘッドは最低ではなく、高い周
波数を使用するためあまりにも多くの無線リソースを浪費することになる。
【０００６】
　さらに、ＢＳは、ＣＩＤ値が１つのセル又はセクタにおいて一意であることを保証しな
ければならず、これはいくつかの場合にいくつかの制御機構をより複雑にすることなる。
例えば、１つのＭＳがソースＢＳからターゲットＢＳへのハンドオーバ動作を行うとき、
ＭＳにアクティブな接続がある場合は、ターゲットＢＳは、これらの接続全てに新しいＣ
ＩＤ値を再割り当てしなければならない。これは制御シグナリングのオーバヘッドをさら
に増大させることになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の一目的は、接続指向ＭＡＣにおける接続、移動局及び基地局を識別するための
方法であって、システムオーバヘッドを低減するために接続指向ＭＡＣにおける接続を柔
軟に効率よく識別することができる方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様では、基地局と移動局との間の接続を識別するための方法であって、移
動局が基地局のカバレッジエリアに入るときにこの移動局にＭＳ　ＩＤを割り当てるステ
ップ、及び基地局と移動局との間に接続が確立されるときにこの接続に接続ＩＤを割り当
てるステップを備える方法が提供される。
【０００９】
　本発明の他の態様では、基地局と移動局との間の接続を識別するための基地局であって
、移動局が基地局のカバレッジエリアに入るときにこの移動局にＭＳ　ＩＤを割り当てる
ための第１の割当手段、及び基地局と移動局との間に接続が確立されるときにこの接続に
接続ＩＤを割り当てるための第２の割当手段を備える基地局が提供される。
【００１０】
　本発明のさらに他の態様では、基地局から割り当てられたＭＳ　ＩＤによって識別され
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る移動局であって、接続ＩＤを含むメッセージを受信するための受信手段、及び接続ＩＤ
に基づいて基地局との接続を確立することを備える移動局が提供される。
【００１１】
　提案された解決策を使用すれば、特にＶｏＩＰトラフィックでは、接続ＩＤが８０２．
１６ｅにおける１６ビットＣＩＤではなく短いため、データオーバヘッドは低減されるこ
とが可能であるはずである。
【００１２】
　さらに、接続ＩＤのビット長が調整可能なため、タプル＜ＭＳ　ＩＤ、接続ＩＤ＞は、
ＣＩＤによって導入されるオーバヘッドを最低にしておくことができるはずである。接続
が少ない加入者局は短い長さの接続ＣＩＤを使用することができ、接続が多い加入者局は
長い長さの接続ＣＩＤを使用することができる。
【００１３】
　提案された解決策は、ＲＲＭ（無線リソース管理）機構の設計を簡単にすることができ
る。ハンドオーバプロセスでは、古い接続ＩＤは新しいサービングＢＳに取っておかれ、
そこで使用されることが可能であるはずである。ハンドオーバ制御メッセージはＣＩＤを
更新するためにもう必要とされず、従って制御シグナリングのオーバヘッドを低減する。
【００１４】
　次に、本発明の諸実施形態が添付の図面を参照しながら例としてのみ説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ＩＥＥＥ８０２．１６Ｄ／Ｅによる一般的ＭＡＣヘッダフォーマットを示す図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態によるＣＩＤのタプルを示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による基地局の例示的ブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態による移動局の例示的ブロック図である。
【図５】本発明の一実施形態によるＭＳ　ＩＤを移動局に割り当てる手順を示す図である
。
【図６】本発明の一実施形態による接続ＩＤ空間を拡大する手順を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態によるＭＳ　ＩＤに基づいてダウンリンクリソースをどのよ
うに割り当てるかを示す例示図である。
【図８】本発明の一実施形態によるＭＳ　ＩＤに基づいてアップリンクリソースをどのよ
うに割り当てるかを示す例示図である。
【図９】本発明の一実施形態による基本接続及びプライマリ管理接続のための予め割り当
てられた接続ＩＤを示す例示的表である。
【図１０】本発明の一実施形態によるハンドオーバ手順を示す図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるＭＳ　ＩＤの例示的使用法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下では、本発明の具体的な実施形態が図面に関連して説明される。
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、移動局が無線ネットワークに入るときにＭＳにＭビット
ＭＳ　ＩＤが割り当てられ、接続が確立されるときにこの接続にｎビット接続ＩＤが割り
当てられ、この場合、ｍ及びｎは整数である。ＭＳ　ＩＤはセル又はセクタの領域におい
て一意であり、一方、接続ＩＤは移動局の領域において一意である。
【００１８】
　図２は本発明の一実施形態によるＣＩＤのタプルを示す。図２に示されているように、
タプル＜ＭＳ　ＩＤ、接続ＩＤ＞は１つのセル又はセクタにおいて一意に１つの接続を識
別するために使用され、この場合、移動局を識別するためにｍビットＭＳ　ＩＤが定義さ
れ、接続を識別するためにｎビット接続ＩＤが使用される。従って、ＭＳ　ＩＤと接続Ｉ
Ｄの組合せは、セル又はセクタの領域において一意に１つの接続を指すことができるはず
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である。
【００１９】
　図３は、本発明の一実施形態による基地局の例示的ブロック図を示す。図３に示されて
いるように、本発明の一実施形態による基地局は、ＭＳ　ＩＤ割当モジュール１１１、Ｒ
ＮＧ－ＲＳＰメッセージ生成モジュール１１２、ＭＳ　ＩＤリスト１１３、接続ＩＤ割当
モジュール１１４、第１の接続ＩＤリスト１１５、第１の接続確立モジュール１１６、第
１のＩＤ長更新モジュール１１７、ＩＤ長更新メッセージ生成モジュール１１８、関連付
けモジュール１１９、リソース割当モジュール１２０、第１のリソース割当登録モジュー
ル１２１、マップ生成モジュール１２２、第１のＭＡＣ　ＰＤＵアセンブリモジュール１
２３、第１のリソースマッチングモジュール１２４、第１の接続ＩＤ抽出モジュール１２
５、第１のＳＤＵ抽出モジュール１２６及び接続キューマッチングモジュール１２７、並
びにデータ記憶／構文解析モジュール１２８を備える。
【００２０】
　基地局は移動局など最大２５５のアクティブ端末装置をサポートすることができるもの
とする。従って、ＭＳ　ＩＤは８ビットに割り当てられることが可能であるはずである。
図５に示されているように、電源投入及び同期の後に、ステップ１１０において、ＭＳが
レンジングメッセージ（例えばＲＮＧ－ＲＥＱ）をＢＳに送信する。ＭＳ　ＩＤ割当モジ
ュール１１１が、現在使用されない８ビットＭＳ　ＩＤを生成し、このＭＳ　ＩＤを第１
のＭＳ　ＩＤリスト１１３に記録する。次いで、ＲＮＧ－ＲＳＰメッセージ生成モジュー
ル１１２が、生成されたＭＳ　ＩＤを有するＲＮＧ－ＲＳＰなどのメッセージを生成する
。ステップ１１１において、ＲＮＧ－ＲＳＰメッセージは、次いで、ＭＡＣヘッダ及びチ
ェックビットなど他の情報と共に第１のＭＡＣ　ＰＤＵアセンブリモジュール１２３によ
ってアセンブルされ、ＭＳに送信される。
【００２１】
　ＭＳとの接続を確立するときに、基地局内の接続ＩＤ割当モジュール１１４は、接続Ｉ
Ｄの長さに基づいてＭＳの領域において一意である接続ＩＤを生成する。第１の接続確立
モジュール１１６はＭＳと対話するためにＤＳｘシグナリングを生成する。本発明の一実
施形態によれば、シグナリングは接続ＩＤ割当モジュール１１４によって生成された接続
ＩＤを備える。次いで、シグナリングは、ＭＡＣヘッダ及びチェックビットを加えること
によりＭＡＣ　ＰＤＵにアセンブルされ、ＭＳに送信される。
【００２２】
　他方では、接続ＩＤ割当モジュール１１４によって生成された接続ＩＤは、第１の接続
ＩＤリスト１１５に記録される。
【００２３】
　図６に示されているように、移動局のための接続ＩＤの長さは４ビットに初期設定され
ることが可能であるはずであり、管理接続を含めて最大１６の接続がサポートされること
を示す。接続が確立されるとき、ＢＳの接続ＩＤ割当モジュール１１４はこの接続のため
に４ビット接続ＩＤを割り当てる。
【００２４】
　本発明の一実施形態によれば、接続ＩＤの長さは動作中に変更されることが可能である
。前述のように、４ビット接続ＩＤはＭＳの領域において一意であり、１６のアクティブ
接続しかサポートすることができないはずである。図６に示されているように、単一のＭ
Ｓに１７以上のアクティブ接続がある場合は、基地局は接続ＩＤの長さを拡大することが
できる。例えば、ステップ２１０において、接続をセットアップするようにとの新しい要
求が来ると、現在の接続ＩＤ空間は十分でない。この場合、ステップ２１１において、第
１のＩＤ長更新モジュール１１７は、図６に示されているように、接続ＩＤ長更新メッセ
ージをＭＳに送信することにより接続ＩＤ空間を拡大することができるはずである。即ち
、ＩＤ長更新メッセージ生成モジュール１１８は新しい接続ＩＤ長を含む接続ＩＤ更新メ
ッセージを生成し、このメッセージは、第１のＭＡＣ　ＰＤＵアセンブリモジュール１２
３によってアセンブルされ、ＭＳに送信される、ステップ２１２において、ＭＳはＢＳに
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ＡＣＫメッセージを返す。
【００２５】
　接続ＩＤが４ビットから８ビットに変更される必要がある場合は、ステップ２１３にお
いて、第１のＩＤ長更新モジュール１１７は第１の接続ＩＤリスト１１３内の古い接続Ｉ
Ｄに４ビットを追加し、これらのビットを「０」にセットすることができる。従って、接
続ＩＤ空間は１６から２５６に拡大される。次いで、ステップ２１４において、ＢＳはＭ
Ｓとの新しい接続を確立するために８ビット接続ＩＤを割り当てる。最後に、現在のアク
ティブ接続の数は１６から１７に変更される。
【００２６】
　さらに、ＭＳ　ＩＤ、接続ＩＤ及び現在の接続キューの間の関係を維持するために関連
付けモジュール１１９が使用される。一般に、１つのＭＳ　ＩＤは複数の接続ＩＤに対応
し、組合せ＜ＭＳ　ＩＤ、接続ＩＤ＞は１つの接続に対応する。従って、接続キューは、
ＭＳ　ＩＤ及び接続ＩＤを使用することによりマッチングされることが可能である。
【００２７】
　ＭＳ　ＩＤリスト１１３、第１の接続ＩＤリスト１５及び関連付けモジュール１１９を
使用することにより、基地局は、その全ての従属ＭＳ及び接続の全てのｍビットＭＳ　Ｉ
Ｄ及びｎビット接続ＩＤ、並びにそれらの対応する関係を維持することができる。
【００２８】
　図３に示されているように、リソース割当モジュール１２０は、アップリンクのために
リソースを割り当てるためのアップリンクリソース割当モジュール、及びダウンリンクの
ためにリソースを割り当てるためのダウンリンクリソース割当モジュールを備える。マッ
プ生成モジュール１２２は、リソース割当結果に基づいてアップリンクのためにアップリ
ンクマップを生成するためのアップリンクマップ生成モジュール、及びリソース割当結果
に基づいてダウンリンクのためにダウンリンクマップを生成するためのダウンリンクマッ
プ生成モジュールを備える。１つのリソースブロックがＭＳに割り当てられる場合、リソ
ースブロックはそれぞれのＭＳ　ＩＤを使用することにより記述される。リソース割当登
録モジュール１２１はＭＳに割り当てられたリソースを登録する。
【００２９】
　アップリンクマップ及びダウンリンクマップは、次いで、ＭＡＣ　ＰＤＵアセンブリモ
ジュール１２３によってＭＡＣ　ＰＤＵにアセンブルされ、次いで、リソース割当登録モ
ジュール１２１によって決められた時間－周波数リソースにおいて送信される。
【００３０】
　ダウンリンクでは、ＢＳのリソース割当モジュール１２０は、最初に、図７に示されて
いるようにＭＳ　ＩＤに基づいてＭＳに帯域幅を割り当てるはずである。マップ生成モジ
ュール１２２は、対応するＤＬ　ＭＡＰを生成することができる。例えば、ＤＬ　ＭＡＰ
は、割り当てられたリソースブロックを記述するために使用され、ＭＳ　ＩＤによって識
別された各ＤＬ＿ＭＡＰ＿ＩＥは１つの特定のリソースブロック、即ち１つのバーストを
指す。
【００３１】
　アップリンクでは、ＢＳのリソース割当モジュール１２０はまた、最初に、図８に示さ
れているようにＭＳ　ＩＤに基づいてＭＳに帯域幅を割り当てる。マップ生成モジュール
１２２は、対応するＵＬ　ＭＡＰを生成することができる。例えば、ＵＬ　ＭＡＰはリソ
ースブロックを割り当てるために使用され、ＭＳ　ＩＤによって識別された各ＵＬ＿ＭＡ
Ｐ＿ＩＥは１つの特定のリソースブロック、即ち１つのバーストを指す。
【００３２】
　ＭＡＣ　ＰＤＵを受信したとき、ＢＳはＭＡＣ　ＰＤＵの送信位置（時間－周波数ブロ
ック）を検出することができ、第１のリソースマッチングモジュール１２４はこのリソー
スブロックがどのＭＳ　ＩＤに属するべきかを判定することができ、その結果、ＭＳのた
めのＭＳ　ＩＤが判定されることが可能である。
【００３３】
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　他方では、第１の接続ＩＤ抽出モジュール１２５は、ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダから接続
ＩＤを抽出することができ、第１のＳＤＵ抽出モジュール１２６は、ＭＡＣ　ＰＤＵから
ＳＤＵを抽出して抽出されたＰＤＵを出力することができる。
【００３４】
　接続キューマッチングモジュール１２７は、関連付けモジュール１１９によって関連付
けられたものに基づいて、入力されたＭＡＣ　ＰＤＵがどの接続に属するかを判定するこ
とができる。次いで、データ記憶／構文解析モジュール１２８はマッチングされた接続キ
ューにＳＤＵのデータを保存する。データがシグナリングメッセージである場合は、デー
タ記憶／構文解析モジュール１２８はシグナリングを構文解析し、それを返す。
【００３５】
　図４は、本発明の一実施形態による移動局の例示的ブロック図を示す。図４に示されて
いるように、本発明の一実施形態による移動局（ＭＳ）は、第２の接続ＩＤ抽出モジュー
ル２１４、第２のＳＤＵ抽出モジュール２１５、ＳＤＵ構文解析モジュール２１６、第２
のリソースマッチングモジュール２１３、第２のリソース割当登録モジュール２１２、マ
ップ構文解析モジュール２１１、第２の接続確立モジュール２１７、第２のＩＤ長更新モ
ジュール２１８、第２の接続ＩＤリスト２１９、及び第２のＭＡＣ　ＰＤＵアセンブリン
グモジュール２２０を備える。
【００３６】
　前述のように、ＭＡＣ　ＰＤＵが入力されたとき、第２の接続ＩＤ抽出モジュール２１
４は、ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダから接続ＩＤを抽出し、第２のＳＤＵ抽出モジュール２１
５は、ＭＡＣ　ＰＤＵからＳＤＵを抽出する。
【００３７】
　次いで、ＳＤＵ構文解析モジュール２１６は、接続ＩＤによってＳＤＵのタイプを判定
することができる。即ち、ＳＤＵはデータ又はシグナリングのものでよい。ＳＤＵのタイ
プがＤＬ／ＵＬ－ＭＡＰである場合は、抽出されたＳＤＵはマップ構文解析モジュール２
１１に送信され、そこで、アップリンク／ダウンリンクリソースブロックに関する位置情
報を取得し、それを第２のリソース割当登録モジュール２１２に格納するために、ＤＬ／
ＵＬ－ＭＡＰが構文解析される。同様に、第２のリソース割当登録モジュール２１２は、
割り当てられた時間－周波数リソースに基づいてデータがいつ送信又は受信されることが
可能であるかを判定することができる。
【００３８】
　さらに、ＭＳの第２のリソースマッチングモジュール２１３は、リソースブロックとマ
ッチングされたＭＡＣ　ＰＤＵが入力されることができるようにすることができるだけで
ある。言い換えれば、第２のリソースマッチングモジュール２１３は、どのＭＡＣ　ＰＤ
ＵがＭＳによって受信されることが可能であるかを判定することができる。
【００３９】
　他方では、ＳＤＵのタイプが接続確立メッセージである場合は、ＳＤＵ構文解析モジュ
ール２１６は、このメッセージを接続確立モジュール２１７に送信する。ＳＤＵのタイプ
が接続長更新メッセージである場合は、ＳＤＵ構文解析モジュール２１６はそれを第２の
ＩＤ長更新モジュール２１８に送信する。
【００４０】
　従って、各ＭＳは、ＤＬ＿ＭＡＰを受信し構文解析した後に、そのダウンリンクの割り
当てられたリソースブロックがどこにあるかを知るはずであり、将来その搬送されたデー
タパケットを受信する。ＭＡＣ　ＰＤＵ内の添付された接続ＩＤを使用すれば、ＭＳはデ
ータパケットを接続にマッチングさせることができるはずである。
【００４１】
　さらに、各ＭＳは、ＵＬ＿ＭＡＰを受信し構文解析した後に、そのアップリンクの割り
当てられたリソースブロックがどこにあるかを知るはずであり、接続ＩＤがＭＡＣ　ＰＤ
Ｕの割り当てられたリソースブロックに添付されているＭＡＣ　ＰＤＵを送信する。他方
では、ＢＳがこれらのＭＡＣ　ＰＤＵを受信したとき、ＢＳはどのＭＳがこれらのＭＡＣ



(10) JP 2011-509578 A 2011.3.24

10

20

30

40

50

　ＰＤＵを送信したかを知ることができる。従って、ＢＳは、ＭＡＣ　ＰＤＵ内の添付さ
れた接続ＩＤによってこれらのデータパケットを接続にマッチングさせることができるは
ずである。
【００４２】
　接続確立モジュール２１７は接続確立メッセージによって接続を確立し、ＭＳが接続確
立要求を受諾したことを確認応答するために応答メッセージを生成することができる。
【００４３】
　ＩＤ長更新メッセージが、接続ＩＤが４ビットから８ビットに変更される必要があるこ
とを示す場合は、第２のＩＤ長更新モジュール２１８は第２の接続ＩＤリスト２１９内の
古い接続ＩＤに４ビットを追加し、これらのビットを「０」にセットし、更新された接続
ＩＤを第２の接続ＩＤリスト２１９に格納することができる。
【００４４】
　第２のＭＡＣ　ＰＤＵアセンブリモジュール２１９は、応答メッセージ又は他のＳＤＵ
データをヘッダ及びチェックビットなどの追加の情報と共にＭＡＣ　ＰＤＵにアセンブリ
することができる。
【００４５】
　図９は、本発明の一実施形態による基本接続及びプライマリ管理接続のための予め割り
当てられた接続ＩＤを示す例示的表である。ネットワークエントリの手順中、ＢＳは基本
ＣＩＤ、プライマリ管理ＣＩＤをＭＳに割り当てる必要がない。ある特定の接続ＩＤは基
本接続及びプライマリ管理接続に予め割り当てられることが可能である。ＭＳがＤＬ／Ｕ
Ｌ同期及びＲＮＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ手順を完了した後に、ＢＳ及びＭＳは両方とも、取っ
ておかれた０ｘ０１及び０ｘ０２接続ＩＤを使用して双方向基本接続及びプライマリ管理
接続を初期設定する。
【００４６】
　図１０は、本発明の一実施形態によるハンドオーバ手順を示す。図９に示されているよ
うに、ＭＳがソースＢＳからターゲットＢＳへのハンドオーバ動作を行おうと決めた場合
は、以下のステップが実行される。
【００４７】
　ステップ３１０において、ハンドオーバの前に、ＭＳはソースＢＳの領域において有効
な古いＭＳ　ＩＤに基づいてデータパケットをソースＢＳから受信又はそれに送信する。
【００４８】
　ステップ３１１において、ＭＳは、ハンドオーバ動作を開始しようと決めた後に、他の
ＢＳにハンドオーバするよう要求するためにエアインターフェースを介してソースＢＳに
ＭＯＢ－ＭＳＨＯ＿ＲＥＱメッセージを送信する。
【００４９】
　ステップ３１２において、ＭＯＢ－ＭＳＨＯ＿ＲＥＱメッセージを受信したとき、ＢＳ
は候補からターゲットＢＳとして１つのＢＳを選択し、このＭＳのための使用された接続
ＩＤの情報を含むＨＯ要求メッセージを送信することによりターゲットＢＳと交渉する。
【００５０】
　ステップ３１３において、ターゲットＢＳはハンドオーバするＭＳのための使用された
接続ＩＤの情報を保存し、新しいＭＳ　ＩＤを割り当てる。新しく割り当てられたＭＳ　
ＩＤはＨＯ応答メッセージによってソースＢＳに送信される。
【００５１】
　ステップ３１４において、新しいＭＳ　ＩＤを取得した後に、ソースＢＳはＭＯＢ－Ｍ
ＳＨＯ＿ＲＳＰメッセージによってＭＳに応答し、ＭＳに新しいＭＳ　ＩＤを通知する。
【００５２】
　ステップ３１５において、ＭＳはハンドオーバ動作を開始するためにソースＢＳにＭＯ
Ｂ－ＭＳＨＯ－ＩＮＤを送信する。
【００５３】
　ステップ３１６において、ハンドオーバを完了した後に、ＭＳは、新しく割り当てられ
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【００５４】
　いくつかのＭＳ　ＩＤは、実際にはいくつかの特別の目的のために予め決められていて
よいことに留意されたい。図１１は、本発明の一実施形態によるＭＳ　ＩＤの例示的使用
法を示す（例として１０ビットＭＳ　ＩＤ及び６ビット接続ＩＤを取り上げる）。例えば
、値０を有するＭＳ　ＩＤは、ＭＳがレンジング動作を行うことができる１つの初期レン
ジング領域を割り当てるために使用されることが可能である。さらに、最大値（１０ビッ
トＭＳ　ＩＤにおける０ｘ３ＦＦ）を有するＭＳ　ＩＤは、複数のＭＳに配信されるブロ
ードキャスト情報を搬送する１つのブロードキャスト領域を割り当てるために使用される
ことが可能である。様々なＭＳ　ＩＤクラスでは、様々なセットの接続ＩＤが許可されて
よい。
【００５５】
　言い換えれば、ＭＳ　ＩＤは、予め決められたオブジェクション又は用途専用でよい。
例えば、予め決められたオブジェクションは、様々なマルチキャストグループ、通常の加
入者局グループ、アイドル加入者局グループ及びスリープ加入者局グループを備え、予め
決められた用途は初期レンジング及びブロードキャストの１つを備える。
【００５６】
　提案された方式を使用すれば、特にＶｏＩＰトラフィックでは、接続ＩＤが８０２．１
６ｅにおける１６ビットＣＩＤではなく短いため、データオーバヘッドは低減されること
が可能であるはずである。
【００５７】
　さらに、接続ＩＤのビット長が調整可能なため、タプル＜ＭＳ　ＩＤ、接続ＩＤ＞は、
オーバヘッドを最低にしておきながら様々な数の接続を柔軟にサポートすることができる
はずである。
【００５８】
　さらに、提案された解決策はＲＲＭ（無線リソース管理）機構の設計を簡単にすること
ができるはずである。ネットワークエントリプロセスでは、取っておかれた接続ＩＤは基
本接続及びプライマリ管理接続のために使用されることが可能であるはずである。ハンド
オーバプロセスでは、古い接続ＩＤは新しいサービングＢＳに取っておかれ、そこで使用
されることが可能であるはずである。ハンドオーバ制御メッセージはＣＩＤを更新するた
めにもう必要とされず、従って制御シグナリングのオーバヘッドを低減する。
【００５９】
　本発明は、本発明の例示的実施形態を参照しながら具体的に図示され説明されてきたが
、本発明はこれらの実施形態に限定されず、特許請求の範囲によって定義された本発明の
趣旨及び範囲から逸脱することなく、形態及び詳細の様々な変更がそこにおいて行われて
よいことが当業者によって理解されよう。
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